



























































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































みてきた︒本屋の当初は貸本屋で身を起こ た惣吉であり︑冬木家などに出入りしてそ 道具の売却取り次ぎ ない︑不昧に 入りしていた︒不昧から瑞鳳庵の庵号を与えられ︑名乗ってい ︒本屋の店舗が新右衛門町にあり︑また茶会 別荘 開催していることから︑瑞鳳庵の茶室もいずれかにあっ も と考 る︒了我の生年が判明したことで九十余歳という長命であったことがわかる︒　
本屋は江戸で御用金を幕府に上納しており︑道具商としてそれな
58
りに成功していた︒その一方で︑道具の売却により︑利益を得た本屋はその後土地の取得を目指した︒これらに加え金銭的にも大きな余裕が生まれたものと考えられ︑岡本家への借用も可能になり︑質商としても活動していたことを確認した︒このことは利益の運用という側面であると同時に︑質種 して茶 湯道具を扱った のと考えられ︑長期的な仕入れ もつながっ ものと想像される︒いわば本屋の基礎は了我︑了芸親子 よって固められた いってよい　
本屋の本拠地は新右衛門町であった︒近代において本屋は太田姓

























































二〇〇二年︑五八頁︒昭和二年五月二十九日の五友会参照︒﹁文化文政時代彼の麟鳳亀龍と云ふ四冊本名器録を著はした本屋了雲は︑道具の目利を以て当時盛名があつた で 或る大名の主侯が其鑑識を試さんと︑一日名物茶入を丸裸にして他の雑器中 転がし置き︑さり気なく了雲に見せたるに︑彼は座に著くや先づ暫らくとて漱ひ洗手をなしたる上︑一々鑑別して是れは名物何々で 伝来は云々︑箱書付は爾々と手に取る如く説明し︑二十二品中唯一品適中せぬばかりであつたので︑主侯も大 彼の鑑識力に駭服し と云ふ伝説がある︒ ﹂なお同書の解説（五九頁）で 本屋了芸による﹃麟鳳亀龍﹄について次の
ように述べられている︒﹁本屋了雲が︑草間直方の﹃茶器名物図彙﹄茶入の部を再編・追加して︑名物茶入二八五点を集成した書物 各茶入の図を載せて詳細な解説を加えたもので︑写本四冊が伝わる︒了雲（生没年不詳）は江戸時代後期の町人で︑了我の子︒名を藤吉といい︑日本橋で家業の道具商を営んだ︒また松平不昧とも茶 湯の交流があり︑不昧の茶会にもしばしば招かれている︒ ﹂
（
8）
松永安左衛門﹃桑楡録﹄ ﹃松永安左エ門著作集﹄第五巻︑ 五月書房︑ 一 九八三年︑















12）高橋龍雄﹁茶器の話﹂ ﹃日本趣味十種﹄文教書院︑一九二四年︑二二八︱二二九頁︒﹁東都茶器商の重鎮山澄力蔵氏の話に︑本屋がこの冬木道具を不昧公に売込んだ為に︑莫大の金をもうけ︑沢山の金銀を笊に入れて︑上から吊して地下の穴庫に蓄へ込んだといふ 今本屋了我のあとは 京橋区にあり︑東京市の一等公民の富豪であるということだ︒ ﹂
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石井良助︑ 服藤弘司 幕末御触書集成﹄第四巻︑ 岩波書店︑ 一九九三年︑
二九九︱三〇九頁︒
（
46）
同右︑三〇四頁︒
（
47）﹁服部宗侃金子請取覚﹂天理大学附属天理図書館蔵︒
（
48）
大山敷太郎﹁江戸町人の幕末御用金課徴の実態
︱
︱
慶応元年正月﹁
町人
身元一件﹂に徴してみたる﹂ ﹃甲南経済学論集﹄第一〇巻第三号︑一九七〇年︑八頁︒
（
49）
同右︑二一頁︒
（
50）
東京大学史料編纂所編﹃市中取締類集﹄十四︑東京大学出版会︑
一九八〇年︑三五九︱三六六頁︒
（
51）﹁東都持○長者鑑﹂ ﹃江戸じまん﹄所収︒早稲田大学図書館蔵︒
（
52）
井伊正弘編﹃幕末風聞探索書﹄下巻︑雄山閣︑一九九九年︑二八二︱
二八四頁︒
（
53）
森銑三︑野間光辰︑朝倉治彦編﹃三田村鳶魚全集﹄第一五巻︑中央公論社︑
一九七六年︑二七二︱二七三頁︒
